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研究成果の概要（和文）：　母親の地域とのつながりを促進するWeb型アプリケーションの開発を目的とした．
開発したアプリは，筆者がこれまでの研究で開発した尺度を主な評価軸として，尺度に回答した母親には、その
アルゴリズムに応じたポジティブなフィードバックがもらえる展開とした．アプリケーションの構築には，近年
注目されているポジティブ心理学を応用し，フィードバック内容に対応した母親にとって馴染みやすいイラスト
を挿入するなど工夫した．効果検証には，高いエビデンスレベルが得られるランダム化平行群間比較試験を用い
た．その結果，有効性が示唆されるアウトカムが確認された．

研究成果の概要（英文）：  The study aimed to develop a web-based application to promote mothers' 
social connectivity with their local community. The application uses the scale developed by the 
author in previous research as the primary evaluation axis, and mothers who respond to the scale 
receive positive feedback according to the measurement results and the algorithm. The application 
was constructed by applying positive psychology, which has attracted attention in recent years, and 
by inserting illustrations familiar to mothers corresponding to the content of the feedback. A 
randomized parallel-group comparative trial was used to verify the effectiveness of the application,
 as this provides a high level of evidence. The results showed that there were outcomes that 
suggested effectiveness.

研究分野：公衆衛生看護学，地域看護学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　孤立や孤独に起因する問題は今や世界的な関心事であり、課題となっている．本研究は子育てにおける孤立・
孤独の問題に焦点を当て，時代の要請に応えようとする挑戦であった．またアプリケーションに応用した尺度
は，筆者がこれまでの研究を通じて開発したものであり，尺度開発研究の次の段階としての社会実装化に向けた
一つのアイデアの提案にもなっている．学術分野では多くの心理測定尺度が開発されているが、多くはその成果
についての論文出版で終わってしまっている現状もあり，それを必要とする国民の手元にまで届いていない実情
がみられる．本研究の取り組みは，そうした尺度開発研究において今後につながる提案になると期待される．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
（１）子育てを巡る社会的背景 
本邦における少子化の進行は著しく（内閣府, 2017），普段の生活において隣近所で子育て   
している親に出会い自然な交流が生まれる機会は少なくなっている．山崎ら（2018）は，子育
てに関する相談相手の存在が自らの子育てに対する自信の向上あるいは不安の軽減に関連す
ることを報告している．しかし三世代世帯の割合は減少し（厚生労働省, 2018a），親族からの
日常的なサポートは期待できない．そのため母親は必然的に自らが暮らす地域で子育てのこ
とを語り合える仲間を求めなければならない状況にある． 
（２）孤立した（孤独な）子育ての予防 
乳幼児を育てる親の支援にあたって，Aston, et Al.（2017）は，問題のない一般グループ 
とハイリスクグループに区別して援助内容に濃淡をつけることの問題点を指摘している．し
かし日本においても特に都市部においては，人口割合に対する保健師の配置数が十分でない
ため，ハイリスクへの支援が活動の中心になりがちである．そこで筆者は，これまでの研究を
通してウェルネスの観点から子育て支援に貢献するために，母親の「地域とつながる力」を測
定する尺度開発を行ってきた． 
 
２．研究の目的 
（１）「地域とのつながり」を育む子育て支援ツールの開発 
筆者がこれまでの研究を通して開発した母親の「地域とつながる力」を測定する尺度の社
会実装の方法として，ポピュレーションへのアプローチとして近年の発展が著しい人工知能
（AI）（神崎，2017）と，その AI を搭載したロボット（宋＆樋渡，2017）が活用できるので
はないかと考えた．開発するアプリケーションは，母親と地域とをつなぐウェルネス支援型
の子育て支援に貢献するロボットアプリの開発を目的とした． 
（２）COVID-19 パンデミックによるアプローチ方法の変更 
本プロジェクトの研究期間には，2020 年からの COVID-19 パンデミックが発生した．人と
人とのつながりを促進することをねらいとする本研究において，「３つの密」を禁止すると
いう強制的措置は，プロジェクトの推進そのものにおいても危機的状況であった．そこで，
母親のつながり促進を目的としたアプリケーション開発という目的は変えずに，対象者が自
宅等の場所を問わずにアクセスできる Web 版アプリケーションとしての子育てにおけるつな
がり支援ツールの開発を目指すこととした． 
 
３．研究の方法 
（１）母親の「地域とつながる力」を測定する尺度の実用化 
探索的因子分析および確認的因子分析により，下位概念（因子）と項目数を確定した．さ 
らにサブグループ分析を経て，尺度の精度と活用可能性を検証した． 
（２）ペルソナ＆カスタマージャーニーマップによるインタラクション可能性の検証 
 研究メンバーおよび外部スーパーバイザーの協力のもとで，会議を重ねながら想定される
アプリケーション利用者のペルソナを設定し，さらにアプリケーションを介したアプローチ
方法とタイミングを検討するためにカスタマージャーニーマップを作成した． 
（３）母親の地域とのつながりを育む子育て支援 Web アプリの開発 
子育て支援 Web アプリには，近年注目されている「ポジティブ心理学」を応用することと
した．また具体的な指導案については，母親代表３名，地域で子育て支援活動を行っている
女性１名，子育て支援の経験豊富な保健師２名，開業して地域母子保健活動に熱意のある助
産師１名，乳幼児健康診査等における業務を通して子育て支援の経験が豊富な臨床心理士１
名を有識者として，計２回の有識者（当事者）会議を経て検討を重ねた． 
（４）開発した「つながりを育む」子育て支援 Web 型アプリの効果検証 
開発した Web アプリの効果検証を目的に A市に在住する 0～3歳までの子どもをもつ母親
1,600 名を住民基本台帳を用いて無作為抽出にて選出し，ランダム化平行群間比較試験
（RCT）を実施した．ランダム化平行群間比較試験の実施にあたっては介入研究を実施する
にあたって登録が義務付けられている臨床試験登録システム UMIN-CTR（登録日：2023 年 2
月）に登録した． 
 
４．研究成果 
（１）母親の「地域とつながる力」を測定する尺度の実用化 
尺度は，次の４つの下位尺度から構成された．①交流に対する自信，②つながりに対する
好感，③交流に対する関心，④他の親子への親切心．次にサブグループ分析として，母親の
孤立リスク要因について重回帰分析（ステップワイズ法）による分析を行ったところ，孤立
リスク要因は次のとおり明らかになった．①母親の年齢が 24 歳以下であること，②最終学
歴が中学校または高校卒であること，③子どもが保育園または幼稚園を利用していないこ
と，④家計は「ゆとりがない」と感じていること，⑤近隣では近所づきあいが「みられな



い」と感じていること． 
（２）ペルソナ＆カスタマージャーニーマップによるインタラクション可能性の検証 
次の４タイプの母親を想定したペルソナを作成した．①特に課題を抱えていない母親，②  
問題がないように見えるが実は発達障害の子どものことで不安を抱えている母親，③育児の
心配事やうつ病再発のリスクをもつ母親，④若年夫婦で経済的にも厳しい課題を有する母
親．カスタマージャーニーマップは，上記４タイプそれぞれの親子に対する通常の保健師に
よる支援（情報収集，アセスメントと診断，ケアの実施）を想定して作成し，これらの保健
師業務に対して AI アプリによって解決可能なことや，新たな価値創造につながりうること
について検討した． 
その結果，当初予定していた Pepper の活用については，その即答性が悪く，さらに利用
者は Pepper が設置される調査場所まで出向む必要があり，また COVID-19 パンデミックによ
る外出や他者との接触制限のある状況下においてその活用が不適であることが明らかとなっ
た．また対応可能な利用者の件数にも限りがあり，ポピュレーションアプローチとしての活
用が難しいことが課題として挙げられた．そこで LINE を活用したチャットボットによるイ
ンタラクション型コミュニケーションアプリを試作した． 
しかしながら，スマートフォンアプリや LINE お友達登録は，その新規登録への心理的ハ
ードルが高く，また一般的には一定期間の継続利用を前提として登録するため，今回のプロ
ジェクトで想定しているような１回限りのインタラクション型ツールには馴染まないことが
分かった．そこで Web 上で展開でき，利用者は都度アクセスすればいつでも利用できるアプ
リケーションとして開発を進めることになった． 
（３）母親の地域とのつながりを育む子育て支援 Web アプリの開発 
開発した Web 型アプリケーションは，利用者が質問に答えるとその回答結果に応じてポジ
ティブなフィードバックが提供される仕様とした．アプリケーション開発に向けて、尺度得
点により分類分けするアルゴリズムを作成した．Web アプリケーションは，大学の独自のサ
ーバーで構築し，アルゴリズムの自動計算とその結果の表示，無作為化の自動割付，調査結
果のデータ収集ができる仕様として開発した． 
保健指導としてフィードバックする内容は，あらゆるリテラシーレベルの母親にも通じる
内容と表現であり，固すぎず，砕けすぎず，上から目線の指導にならないよう，また，じー
んと心に染みてくるようなフィードバックを心がけて作成した．得点結果は示さない．併せ
て，フィードバックに対応したイラストも作成した．フィードバックの一例を下記に記す． 
 

 
あなたのママ力を宝石に例えると、「パール（真珠）」 
パール（真珠）は，ひと粒一粒個性のある宝石です．得意なことも苦手なこともあるのが
人間です．あなたが顔を見せてくれるだけで嬉しく思う人がいます．苦しいときは無理をし
ないで，その気持ちを子育て支援センターや保健センターで聞いてもらいましょう． 
 
 ※尺度得点が下位 25%に該当する母親へのフィードバック 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     図１尺度得点分布とターゲット      図２「色んな宝石があって良い」 
 
 
（４）開発した「つながりを育む」子育て支援 Web 型アプリの効果検証 
  開発した Web 型アプリの効果を検証するために，まずは 9名の被験者を募ってプレテスト  
を行い，詳細部分のブラッシュアップを行った．調査期間は 2023 年 2 月～3月末とした． 
19 件は宛先不明を理由に郵送されなかったため，最終的には 1,581 件に研究参加を依頼し
た．Web 型アプリへのアクセス件数は 835 件が確認された．この内訳には，重複ケースもあ
り，さらに，アクセスはされているが，すべての項目に対する回答が確認できないケースも
あったため，データクリーニングを行い最終的に介入群 259 人，対照群 273 人が分析対象と
なった．Web 型アプリの有効性を検証するためのアウトカムは，自己効力感，受援力，孤独
感とした．分析は介入前後の結果について t検定を適用した． 



母親の年齢は 30-34 歳 192(36.1%)で最も多く，次いで 35-39 歳 175(32.9%)であった．そ
の内，ベースラインにおいて自己効力感が低かったグループ 136 人は，介入によって有意に
結果が向上した（0.96±4.47, P=.014）．この分析結果から，母親の「地域とのつながり」
について Web 型アプリの活用によって促進できる可能性が示唆された． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     図３実験研究のデザイン          図４実験前後の比較（自己効力感） 
 
（５）研究活動を通して得たその他の成果 
  一連の研究活動を通して得たその他の成果として，研究の意義に関する考察の深まりが挙げ
られる．臨床的意義としては次の３点である．①ハイリスクアプローチの対応に忙しい保健師
に代わるウェルネス支援型ポピュレーションアプローチとしてのサービス提供の可能性，②対
面での保健指導に苦手意識のある人々へのアプローチの可能性（非接触型保健指導），③フィ
ードバックの具体例を学びながら保健師自身がウェルネス支援の楽しさを取り戻す． 
また学術的意義として次の６点が挙げられた．①課題発見型スクリーニングからの脱却，②
ハイリスク思考ではなくポジティブ思考，③尺度開発研究の次の段階としての社会実装への挑
戦，④人は褒められると本当に伸びるのか？⑤従来型の情報提供「チラシ」に代わる非対人型
保健指導の方法論の提案とその可能性，⑥改めて，対人型保健指導としての保健師のあり方の
再考． 
以上の考察を経て，今後の研究の発展につなげていきたいと考えている． 
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